
　国際交流推進室では情報科学研究科学生の派遣留
学を積極的に推進してきました。これまでに4つの海外
派遣プログラムを通じて20数名の学生の派遣留学を
支援してきました。特に、平成24年度および平成25年
度に派遣留学をした12名の学生の体験記を国際交流
推進室ホームページ（http://www.is.tohoku.ac.jp/
introduction/ilo/interview.html）に掲載しておりま
す。派遣留学が大変有意義であり、貴重なものになるこ
とが感じられる体験談ばかりです。派遣留学に興味の
ある学生に是非読んで頂きたいです。これらの体験談の
いくつか紹介します。

● 川村 一斗（平成24年度派遣：ウォータールー大学、カナダ）
「英語アレルギーを克服したことで英語を話すことに全く抵抗がなくなり、今では研究室の留学生とも気軽に
日常会話を楽しむことができています。この成長は、これから私が社会に出てからもきっと役に立つでしょう。」

●太田 佳来（平成24年度派遣：スイス連邦工科大学、スイス）
「今後海外に行くことがあれば、今回の留学経験は確実に活きることでしょう。そして何よりも「こんな自分で
も留学できたんだ」という自信が今の自分にはあります。たとえ自分の中の国内志向の傾向を強めてしまった
としても、海外生活に適応する力は多少なりとも養われたはずです。昨年の私のように留学するかどうかで
迷っている人は（絶対に）留学すべきです。」

● 成澤 克麻（平成25年度派遣：マンチェスター大学、イギリス）
「英語について強く思ったのは、留学に来てもただただ日常生活を送っているだけでは伸びないということ、逆
に意識を高くもっていれば、生の英語に触れられる分伸びやすいということです。留学していた前半の頃は、毎
日分からない単語・フレーズがあったらその場でメモして、それを夜に復習して、翌日からはそれを問題なく言
えるようにする…という作業を繰り返していました。」

　情報科学研究科では平成26年度も海外派遣プログラム「ビッグデータ技術スキルアッププログラム」を実施
いたします。学生の皆様の積極的な応募を大いに期待しております。

情報科学研究科大学院生募集

平成26年10月入学
（前期課程、後期課程）

募集人数：若干名

平成27年4月入学
推薦入学特別選抜（前期課程のみ）
募集人数：博士課程前期2年の課程 10名

◦募集要項公表　4月下旬
◦出願期間　5月26日（月）～5月30日（金）
◦試験日　【Ａ日程】6月30日（月）
  　　　　【Ｂ日程】8月27日（水）～8月29日（金）

平成27年4月入学
（前期課程、後期課程）

募集人数：博士課程前期2年の課程 140名
　　　　　博士課程後期3年の課程 42名

◦募集要項公表　6月上旬
◦出願期間　7月上旬（募集要項をご確認願います。）
◦試験日　8月27日（水）～29日（金）
※詳細は、情報科学研究科ホームページを
　ご確認ください。
http://www.is.tohoku.ac.jp/

4月3日（木）
東北大学入学式
情報科学研究科新入生オリエンテーション

午 前
午 後

情報社会の変遷と情報科学の役割
研究科長　徳山　　豪

平成26年度 前期の主な行事日程等

国際交流推進室

情報科学研究科ニュースレター
東北大学
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○ 行事
　2013年10月15日に公開講演会及び同窓会総会、情報科学を考えるセミナーを開催しま
した。

　2014年3月26日に学位記伝達式を開催しました。修了者の数は博士課程前期が128名、
博士課程後期が17名でした。

○ 学生の受賞等
　西田拓也さん（応用情報科学専攻、博士課程前期1年）が「カードを用いた安全な三入力
多数決の計算」の研究で2013年コンピュータセキュリティシンポジウム学生論文賞を受賞し
ました。

　システム情報科学専攻篠原研究室チーム「Joker 艮」がETロボコン2013チャンピオンシッ
プ大会においてが競技部門で第2位となり、また情報処理学会若手奨励賞を受賞しました。

　小松智希さん（システム情報科学専攻、博士課程前期2年）が、「学生プログラマ日本一決
定戦 - CODE VS 3.0」で3位入賞しました。 

　鍋島啓太さん（システム情報科学専攻、博士前期課程2年）、渡邉研斗さん（同1年）、水野
淳太連携研究員、岡崎直観准教授、乾健太郎教授が「訂正パターンに基づく誤情報の収集
と拡散状況の分析」の研究で言語処理学会2013年度論文賞を受賞しました。 

○ 教員の受賞等

　長野明子准教授（人間社会情報科学専攻）が「Morphology of 
Direct Modification」の研究により日本英語学会2013年度研究奨励賞
を受賞しました。

　青木孝文教授（情報基礎科学専攻）が「高精度画像認識の研究とそ
の応用展開ならびに情報技術を活用した震災犠牲者の身元確認におけ
る功績」により第63回河北文化賞を受賞しました。

　田所諭教授（応用情報科学専攻）が米国電気電子学会（IEEE）ロ
ボットオートメーション学会の次期会長に選出されました。

　加藤寧教授、西山大樹准教授、川本雄一JSPS研究員（応用情報科
学専攻）と情報通信研究機構との共著論文「A Cen t r a l i zed  
MultipleAccess Scheme for Data Gathering in Satellite-Routed 
Sensor System」がIEEE GLOBECOM 2013にて最優秀論文賞を受
賞しました。

研 究 科ニュース

学生の声
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　情報は社会や文化文明の礎であります。「読み書きそろば
ん」はすべて情報処理技術であり、コンピュータの
Read-Process-Writeにあたります。歴史的にも、広い世界の各
所で声を使った異なった情報交換法が生まれ、数えきれない
言語や文字が構築されて、人類の多様な文化文明を生み、こ
れらが交流し、ぶつかりあい、融合して発展が起きました。
　このような多様な情報社会が、IT技術の進歩で急速に変遷
しています。この変遷は過去にないほどのグローバリゼー
ション、つまり文化融合を起こしつつあります。我々は大航
海時代や産業革命のような、歴史の大きな節目にいて、そこ
で大きな役割を担っているのだと思います。
　実際に情報科学の進歩は過去の予想を遥かに超えていま
す。ほとんどの市民がテレビや電話、カメラ等を合体凌駕す
る携帯端末を持って Web を知識の泉として活用していま
す。また、ソフトウエアで制御された産業用ロボットが生産
力を劇的に向上させ、将棋やチェスでは一流専門棋士をコン
ピュータが撃破し、遺伝子解析技術は、医学や創薬において
革命的な変革を起こしています。これらは情報処理の課題に
関する新しい理論や技術の発見の成果であり、情報科学の研
究者にとってはまことに胸躍る時代であるといえましょう。
　その一方で、影響が大きければ大きいほど、その責任は重
いものでもあります。ダモクレスの剣という古代ギリシャの
逸話がありますが、我々の頭上には細い糸につるされた剣が
あり、それを様々な科学や技術を駆使した人間の叡智が支え
ています。原子力をめぐる歴史や議論を見れば明らかです
が、重要な科学であればあるほど、それを活用するデザイン

には理性と叡智が必要であり、現在
我々がいる歴史の節目においては、
情報科学の活用に関する叡智が不
可欠な役割を担っていると思いま
す。例えば、本研究科の大きな研究
テーマの一つである「ビッグデー
タ」においては、データを収集し解
析する技術の研究開発とともに、
個々の案件に関して、個人、社会、あ
るいは人類の現在と未来の幸福に繋がるデザインで活用が
できるかどうかを深く考え、社会に納得がいく説明を与えな
くてはいけません。プラチナデータという東野圭吾原作の映
画を観て考えさせられましたが、巨大な力を持ちつつある情
報技術の未来像へ抱く市民の漠然とした不安は否定できな
いものがあります。
　本研究科のモットーは「新しい情報科学を創造し、豊かで
調和のとれた社会の実現に貢献する」というものであり、人
間主体の観点を重要視した学際研究を標榜してきました。今
からの情報科学にはまさにこのような観点が不可欠であり、
そのために我々は専門分野を超えて知恵を絞り、一人一人が
大きな将来展望を考えて議論しつつ、自らの先端的な知識や
専門性を活かして人類の未来を支える情報社会を構築する
役割を果たさなくてはなりません。世界的にも独自の学際性
を持つ情報科学の研究教育機関として、この重い責任を果た
すために、教員、学生を含め全員でさらに一層の努力をしな
ければいけないと思っております。

▲学位記伝達式（平成26年3月26日） ▲入学式オリエンテーション（平成26年4月3日）

9月24日（水）

6月22日（日）
4月7日（月）～8月4日（月）

7月30日（水）・31日（木）
8月5日（火）～9月30日（火）

東北大学学位記授与式（9月修了者）
情報科学研究科学位記伝達式（9月修了者）

午 後
午 後

情報科学研究科新入生オリエンテーション（10月入学者）

第１学期授業
創立記念日
オープンキャンパス
夏季休業

午 後

　私は情報ネットワークを支えるセキュリティに興
味があったので、平成25年春に曽根・水木研究室
に入りました。ここでは基礎理論からハードウェア
まで幅広い領域のセキュリティを学べ、また実践セ
キュリティ人材を育てるSecCapプロジェクトの一期生にもなれました。私は
安全な計算のための暗号プロトコルを研究しています。安全な計算とは入力を
秘密にしたまま出力を得る計算のことで、それを行う情報理論的に安全な暗号
プロトコルを、カードという身近な道具で実現しています。私は既存の方法より
少ないカード数で三入力多数決を実現し、コンピュータセキュリティシンポジ
ウム2013で発表したところ学生論文賞を頂くことができました。さらにスペイ
ンで行われた国際会議TPNC2013で発表させてもらいました。ひとえに先生
方、研究室の皆様のおかげです、この場をお借りして御礼申し上げます。また成
果を出すことができるよう、研究に励む所存です。

サイバーサイエンスセンター
ネットワーク研究部 M1

西田 拓也

　私は東北大学で、多大なるご支援の下で研究を
行うことができていると感じます。常に挑戦の意思
を尊重して頂き、そして機会を頂いています。私は
昨年、アイスランドのレイキャビク大学へ留学し、
２ヶ月間ほど共同研究を行いました。留学前、私は決して、飛び抜けて優秀な
学生というわけではありませんでしたが、留学したいという意思を先生方にお
伝えすると、すぐに制度や渡航先を紹介して頂けました。こうした支援が活か
されるか否かは、最終的には学生の意気込み次第だと感じます。留学先では、
とにかく与えられた機会は活かそうという姿勢を大切にしました。英語での討
論は気楽に行えるものではありませんでしたが、それでもこちらから積極的に
討論を持ちかけるようにしていました。短い期間でしたが、この姿勢が研究を
実りあるものにしてくれたと思います。大学院に進学してまだ一年ですが、研究
面・人間的な面共に成長できるような、貴重な経験をさせて頂いていることを
嬉しく思います。

システム情報科学専攻
周・伊藤研究室 Ｍ1

青木 悠輔

9月30日（火）〈予定〉

環境にやさしい植物油インキ
「VEGETABLE OIL INK」で
印刷しております。

このパンフレットは「水なし印刷」
により印刷しております。
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　内閣府 最先端・次世代研究開発支援プログラム（平成
22年度末～平成25年度）の支援を受けて、研究課題「皮
膚感覚の拡張と転送を利用した運動機能サポートに関す
る研究」を実施してきました。本プログラムは、将来、世界
をリードすることが期待される潜在的可能性を持った研
究者に対する研究支援制度であり、若手研究者への支援
としては予算規模が大きいこともあって注目されてきまし
た。私にとっては、マネージメントする初めての大型プロ

ジェクトであり、また、プログラム開始直後に東日本大震災に見舞われたこともあり、
この約3年間を無事完了できたことに安堵しております。まだ研究成果としては道半
ばのところもありますが、その研究の一部をご紹介したいと思います。
　本研究課題は、従来考えられてきた皮膚感覚（触覚）の役割を見直し、運動の知覚
に関わる触覚の機能について解明しながら、触覚を強化して運動のサポートを行う
応用技術を開発することを目的としてきました。感覚フィードバックの強化に着目す
ることで、日常的・安全に運動をサポートする技術の実現を図ることを目的としてお
り、高齢者の歩行支援や転倒防止、リハビリ効果の向上などを目指しています。ロボ
ティクスの分野では、これまで運動サポート技術として、力の補助・増幅を行う技術が
中心に開発されてきました。本研究では、感覚フィードバックの強化に着目すること
で、小型軽量の簡易なデバイスによって、運動をサポートすることが可能になると考え
ています。将来的には、視力の低下をメガネで補うように、触覚の低下を補うような新
しい技術につなげたいと考えています。
　このような着想に至った経緯は、高齢者の運動機能の低下は筋力の衰えだけでな
く、運動に関与する感覚系の衰えも一因にあると考えたことに始まります。例えば、日
常生活でも、正座の後にしびれが切れて歩けなくなることがありますが、この原因は
筋力の問題でなく、感覚系の麻痺のためだと言われています。しかし、運動知覚に関
与する体性感覚（力・位置の感覚や皮膚感覚）のうち、皮膚感覚が運動知覚にどのよ
うに関わっているかは深く理解されていませんでした。皮膚感覚というと、手指や足
裏に加わる圧力分布のような情報をイメージするかもしれませんが、ヒトの触覚受容
器は、それ以外に高周波の振動情報に敏感に反応するという特徴を持っています。そ
してこの振動を感じる触覚受容器は、皮膚の表面だけでなくて、全身の関節部にも存
在しており、そのような全身の触覚がヒトの運動機能に関与していると考えられます。
　本研究プログラムでは、全身運動として、歩行に着目してきました。これまでに歩行
時に高周波の振動が下肢関節部に伝播していることを確認し、そのタイミングや波
形の特徴について解析してきました。問題は、このような高周波振動がどのような運

動情報の知覚に役立っているか
を明らかにすることです。本研究
が立てた仮説は、体が外界に衝
突する際のインピーダンス情報へ
の関与でした。ヒトは外界に接触
する際に、体の強ばらせ具合（イ
ンピーダンス）を変えて、運動を安
定化させたり、瞬発力や運動効率
を上げたりしていると言われてい
ます。本研究では、これまでに、上肢の打撃運動タスクに対して、振動刺激がインピー
ダンス調整に影響を与えることを明らかにしました。下肢の歩行運動でも同じような
機能が存在すると考えており、現在は下肢での実証を進めています。
　また、このような高周波振動を利用して、皮膚表面に刺激にすることで、力覚情報
を錯覚させる技術を開発しました。例えば、手指の運動中に皮膚に特殊な振動刺激
を加えることによって、手指全体に抵抗が加わったような力の錯覚が生じます。このよ
うな手法は、携帯情報端末上で利用可能な操作感フィードバック技術として応用が
進められています。
　さらに、本プログラムでは、ヒト
が道具に加わる力を皮膚感覚に
よって、どのように知覚するのかに
ついても解明してきました。例え
ば、ペンを把持した際の皮膚変形
の分布情報が統合されて、ペン先
に加わる力の情報に変換されて
います。本研究では、このような皮
膚変形を力学的に解析し、皮膚
刺激を再現したり、拡張して提示
するデバイスを開発しました。この技術は、2014年2月に開催された触覚に関する国
際会議（IEEE Haptics Symposium 2014）にてベストデモンストレーション賞を
受賞するなど高い評価を得ています。
　以上、本プログラムによって得られた知見を活用し、今後も「触覚のメガネ」を実現
するための技術を研究していきたいと考えています。最後に、本プログラムで共に研
究してきた研究員の永谷直久氏、Lope Ben Porquis氏、研究室の学生達に感謝の
意を表したいと思います。

　カナダ王立協会科学アカデミー会長のKeith W. Hipel教授が、2月26日から3月
1日まで情報科学研究科を訪問されました。Hipel教授は、特段に優れた業績をもち
当該分野で指導的立場にある外国人研究者として、平成24年度の日本学術振興会

（JSPS）外国人著名研究者招へい事業により来日されたものです。 2月27日には大
講義室において、「Fulfillment and Success in Research」と題して、研究科主催
の講演会を実施しました。ご自身の経験に基づき、若い時期に如何に研究テーマを
選定し、質の高い研究を行い、成果を適切な雑誌に投稿するかについて、ご講演いた
だきました。Impact Factorのみに依らず、社会や人々の幸せに通じる興味深いテー
マを選ぶのが第一で、研究を焦らずやり遂げる重要性を強調されました。研究科の教
員・学生を中心に約30名が参加しましたが、質疑応答の時間には、将来の研究者と
しての研究活動に関する指導・助言を含めて、活発な討議が交わされました。Hipel
教授は、東北大学の大学間学術交流協定校であるカナダ・ウォータルー大学システ
ムズデザイン工学部のUniversity Professor (栄誉教授)です。Hipel教授は滞在
中、東北大学総長や情報科学研究科長等との懇談の場を持たれました。大学院生へ

の研究指導やグローバル教
育に関する意見交換を踏ま
え、今後の教育研究交流の
推進、特に将来に渡る学生・
研究者の相互交流に関する
共通の認識を確認しまし
た。　Hipel教授は東日本大
震災、及び福島の原発事故
に高い関心を寄せられてい
ます。滞在中に名取の閖上地区や宮城郡七ヶ浜町などを視察し、未曾有の震災被害
の深刻さに触れられました。同時に仙台ニコンを訪問し、地元企業が被災地の復興
へ向け頑張っている姿をみて、日本の経験を高く評価しつつも、福島原子力発電所で
活躍できるロボットの開発と実用化等、大学がより大きな役割を果たすことに期待を
表明されました。

　当専攻の新メンバーをご紹介します（所属分野、
研究内容、時期）。岡谷貴之教授（イメージ解析学、
コンピュータビジョン・ディープラーニング、8月本研
究科昇任）、原田昌晃教授（システム情報数理学I、
代数的符号理論、10月山形大学より）、正宗淳准教
授（システム情報数理学I、リーマン多様体の幾何解
析、4月Penn State Univ.より）、鈴木顕助教（アル
ゴリズム論、グラフアルゴリズムと計算の複雑さ、
10月本研究科採用）、大谷智子助教（音情報学、マ
ルチモーダル知覚、4月東京大学より）です。研究の
内容と活動の詳細は研究科ホームページをご覧く

ださい。研究科発展のため
に大いにご活躍くださって
います。
　また、本年度転出される
メンバーは、森山園子准教
授（国際交流推進室、日本
大学へ）、渡辺陽太郎助教

（情報伝達学、企業へ）です。
これまでご尽力いただきあ
りがとうございました。新し
い職場でもご活躍ください。
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　高性能計算に関する国際ワークショップ「第19
回Workshop on Sustained Simulation 
Performance」が3月27-28日に仙台市で開催さ
れ、同会議において、超高速情報処理論講座の小林
広明教授を研究代表者とする文科省プロジェクト

「高メモリバンド幅アプリケーションのための将来
のHPCIシステムに関する調査研究」の成果報告が
行われました。本プロジェクトでは、2018年頃に実
現が求められるエクサスケールスーパーコンピュー
タのあり方を調査研究し、特にスーパーコンピュー

タを用いた防災・減災、地球環境、最先端ものづくり
などを対象に、2020年頃解決が求められる社会
的・科学的課題の明確化とそのための高性能計算
アプリケーション、そしてこれらアプリケーションに
適したスーパーコンピュータシステムの概念設計と
その実現のための要素技術を明らかにします。本プ
ロジェクトを通じて、現在、理研で運用されている京
コンピュータの100倍以上の実効性能を、防災・減
災、ものづくり分野のアプリケーションで達成する
スーパーコンピュータの開発が期待されています。

　地域計量システム分析研究室では複数地域を考
慮すべき問題に、理論・実証の両面からアプローチ
しています。伝統的な経済学では1点経済としてモ
デル化できる均質な経済を考えますが、現実の経済
では空間的異質性を無視できません。近年の経済
のグローバル化からも、複数国を同時に考慮する枠
組みが必要になります。少子高齢化、過密・過疎と
いった問題の解決にも、複数の空間についての不均

質性の視点が必要です。テーマとしては、1）施設統
廃合問題 2）空間的人口構成の分析 3）空間応用
一般均衡モデル 4）空間データの計量経済学的研
究があります。夏休みには国内の複数大学（上智大
学・筑波大学・東京外国語大学・日本大学・弘前大
学・明海大学・山形大学）と共同で合宿(おもに東北
大学川渡セミナーセンター）を開き、学術交流を
行っています。

　流動システム情報学講座は平成21年4月にリ
ニューアルしました。平成26年4月現在、3名の職員
と9名の学生により構成されています。当講座では流
体力学の基礎研究を行っています。スーパーコン
ピュータによる高精度大規模数値シミュレーション
と数理解析的手法により、流動システムにおける普
遍的な法則の発見、共通する現象の解明、さらには
汎用的な手法の開発に取り組んでいます。最近では、
複雑形状物体や運動/変形する物体を含む流れ、お
よびそれから発生する空力騒音の直接数値シミュ
レーション研究、乱流中の渦構造の動的統計的性質

の解明、機械学習の応用による新しい乱流モデルの
提案、流れの安定性理論、渦構造の形成過程と生物
流体力学、爆発的磁気リコネクション過程の解明な
どの研究を行っています。
　国際的な共同研究も精力的に進めています。廣田
真助教はJSPSの「頭脳循環を加速する若手研究者
戦略的海外派遣プログラム」により7月から1年間テ
キサス大学オースティン校に出張することになりまし
た。プラズマ物理理論の世界的な拠点で新しい研究
の展開が期待されています。

▲2011年の合宿にて

▲岡谷貴之 教授 ▲原田昌晃 教授 ▲正宗淳 准教授

▲鈴木顕 助教 ▲大谷智子 助教

▲会議冒頭の挨拶をする小林広明教授

▲芋煮会集合写真
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　内閣府 最先端・次世代研究開発支援プログラム（平成
22年度末～平成25年度）の支援を受けて、研究課題「皮
膚感覚の拡張と転送を利用した運動機能サポートに関す
る研究」を実施してきました。本プログラムは、将来、世界
をリードすることが期待される潜在的可能性を持った研
究者に対する研究支援制度であり、若手研究者への支援
としては予算規模が大きいこともあって注目されてきまし
た。私にとっては、マネージメントする初めての大型プロ

ジェクトであり、また、プログラム開始直後に東日本大震災に見舞われたこともあり、
この約3年間を無事完了できたことに安堵しております。まだ研究成果としては道半
ばのところもありますが、その研究の一部をご紹介したいと思います。
　本研究課題は、従来考えられてきた皮膚感覚（触覚）の役割を見直し、運動の知覚
に関わる触覚の機能について解明しながら、触覚を強化して運動のサポートを行う
応用技術を開発することを目的としてきました。感覚フィードバックの強化に着目す
ることで、日常的・安全に運動をサポートする技術の実現を図ることを目的としてお
り、高齢者の歩行支援や転倒防止、リハビリ効果の向上などを目指しています。ロボ
ティクスの分野では、これまで運動サポート技術として、力の補助・増幅を行う技術が
中心に開発されてきました。本研究では、感覚フィードバックの強化に着目すること
で、小型軽量の簡易なデバイスによって、運動をサポートすることが可能になると考え
ています。将来的には、視力の低下をメガネで補うように、触覚の低下を補うような新
しい技術につなげたいと考えています。
　このような着想に至った経緯は、高齢者の運動機能の低下は筋力の衰えだけでな
く、運動に関与する感覚系の衰えも一因にあると考えたことに始まります。例えば、日
常生活でも、正座の後にしびれが切れて歩けなくなることがありますが、この原因は
筋力の問題でなく、感覚系の麻痺のためだと言われています。しかし、運動知覚に関
与する体性感覚（力・位置の感覚や皮膚感覚）のうち、皮膚感覚が運動知覚にどのよ
うに関わっているかは深く理解されていませんでした。皮膚感覚というと、手指や足
裏に加わる圧力分布のような情報をイメージするかもしれませんが、ヒトの触覚受容
器は、それ以外に高周波の振動情報に敏感に反応するという特徴を持っています。そ
してこの振動を感じる触覚受容器は、皮膚の表面だけでなくて、全身の関節部にも存
在しており、そのような全身の触覚がヒトの運動機能に関与していると考えられます。
　本研究プログラムでは、全身運動として、歩行に着目してきました。これまでに歩行
時に高周波の振動が下肢関節部に伝播していることを確認し、そのタイミングや波
形の特徴について解析してきました。問題は、このような高周波振動がどのような運

動情報の知覚に役立っているか
を明らかにすることです。本研究
が立てた仮説は、体が外界に衝
突する際のインピーダンス情報へ
の関与でした。ヒトは外界に接触
する際に、体の強ばらせ具合（イ
ンピーダンス）を変えて、運動を安
定化させたり、瞬発力や運動効率
を上げたりしていると言われてい
ます。本研究では、これまでに、上肢の打撃運動タスクに対して、振動刺激がインピー
ダンス調整に影響を与えることを明らかにしました。下肢の歩行運動でも同じような
機能が存在すると考えており、現在は下肢での実証を進めています。
　また、このような高周波振動を利用して、皮膚表面に刺激にすることで、力覚情報
を錯覚させる技術を開発しました。例えば、手指の運動中に皮膚に特殊な振動刺激
を加えることによって、手指全体に抵抗が加わったような力の錯覚が生じます。このよ
うな手法は、携帯情報端末上で利用可能な操作感フィードバック技術として応用が
進められています。
　さらに、本プログラムでは、ヒト
が道具に加わる力を皮膚感覚に
よって、どのように知覚するのかに
ついても解明してきました。例え
ば、ペンを把持した際の皮膚変形
の分布情報が統合されて、ペン先
に加わる力の情報に変換されて
います。本研究では、このような皮
膚変形を力学的に解析し、皮膚
刺激を再現したり、拡張して提示
するデバイスを開発しました。この技術は、2014年2月に開催された触覚に関する国
際会議（IEEE Haptics Symposium 2014）にてベストデモンストレーション賞を
受賞するなど高い評価を得ています。
　以上、本プログラムによって得られた知見を活用し、今後も「触覚のメガネ」を実現
するための技術を研究していきたいと考えています。最後に、本プログラムで共に研
究してきた研究員の永谷直久氏、Lope Ben Porquis氏、研究室の学生達に感謝の
意を表したいと思います。
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の展開が期待されています。

▲2011年の合宿にて

▲岡谷貴之 教授 ▲原田昌晃 教授 ▲正宗淳 准教授

▲鈴木顕 助教 ▲大谷智子 助教

▲会議冒頭の挨拶をする小林広明教授

▲芋煮会集合写真

Department of Computer and Mathematical Sciences

Department of System Information Sciences

Department of Human-Social Information Sciences

Department of Applied Information Sciences

最先端・次世代研究開発支援プログラム「皮膚感覚の拡張と転送を利用した運動機能サポートに関する研究」最先端・次世代研究開発支援プログラム「皮膚感覚の拡張と転送を利用した運動機能サポートに関する研究」

▲昆陽雅司 准教授

Keith W. Hipel教授講演会Keith W. Hipel教授講演会

▲カナダ王立協会科学アカデミー会長Hipel教授の研究科訪問

▲歩行時の振動計測・刺激装置と研究チームのメンバー

▲IEEE Haptics Symposium 2014 で
　Best Demo Awardを受賞した触覚インタフェース



　国際交流推進室では情報科学研究科学生の派遣留
学を積極的に推進してきました。これまでに4つの海外
派遣プログラムを通じて20数名の学生の派遣留学を
支援してきました。特に、平成24年度および平成25年
度に派遣留学をした12名の学生の体験記を国際交流
推進室ホームページ（http://www.is.tohoku.ac.jp/
introduction/ilo/interview.html）に掲載しておりま
す。派遣留学が大変有意義であり、貴重なものになるこ
とが感じられる体験談ばかりです。派遣留学に興味の
ある学生に是非読んで頂きたいです。これらの体験談の
いくつか紹介します。

● 川村 一斗（平成24年度派遣：ウォータールー大学、カナダ）
「英語アレルギーを克服したことで英語を話すことに全く抵抗がなくなり、今では研究室の留学生とも気軽に
日常会話を楽しむことができています。この成長は、これから私が社会に出てからもきっと役に立つでしょう。」

●太田 佳来（平成24年度派遣：スイス連邦工科大学、スイス）
「今後海外に行くことがあれば、今回の留学経験は確実に活きることでしょう。そして何よりも「こんな自分で
も留学できたんだ」という自信が今の自分にはあります。たとえ自分の中の国内志向の傾向を強めてしまった
としても、海外生活に適応する力は多少なりとも養われたはずです。昨年の私のように留学するかどうかで
迷っている人は（絶対に）留学すべきです。」

● 成澤 克麻（平成25年度派遣：マンチェスター大学、イギリス）
「英語について強く思ったのは、留学に来てもただただ日常生活を送っているだけでは伸びないということ、逆
に意識を高くもっていれば、生の英語に触れられる分伸びやすいということです。留学していた前半の頃は、毎
日分からない単語・フレーズがあったらその場でメモして、それを夜に復習して、翌日からはそれを問題なく言
えるようにする…という作業を繰り返していました。」

　情報科学研究科では平成26年度も海外派遣プログラム「ビッグデータ技術スキルアッププログラム」を実施
いたします。学生の皆様の積極的な応募を大いに期待しております。

情報科学研究科大学院生募集

平成26年10月入学
（前期課程、後期課程）

募集人数：若干名

平成27年4月入学
推薦入学特別選抜（前期課程のみ）
募集人数：博士課程前期2年の課程 10名

◦募集要項公表　4月下旬
◦出願期間　5月26日（月）～5月30日（金）
◦試験日　【Ａ日程】6月30日（月）
  　　　　【Ｂ日程】8月27日（水）～8月29日（金）

平成27年4月入学
（前期課程、後期課程）

募集人数：博士課程前期2年の課程 140名
　　　　　博士課程後期3年の課程 42名

◦募集要項公表　6月上旬
◦出願期間　7月上旬（募集要項をご確認願います。）
◦試験日　8月27日（水）～29日（金）
※詳細は、情報科学研究科ホームページを
　ご確認ください。
http://www.is.tohoku.ac.jp/

4月3日（木）
東北大学入学式
情報科学研究科新入生オリエンテーション

午 前
午 後

情報社会の変遷と情報科学の役割
研究科長　徳山　　豪

平成26年度 前期の主な行事日程等

国際交流推進室

情報科学研究科ニュースレター
東北大学
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○ 行事
　2013年10月15日に公開講演会及び同窓会総会、情報科学を考えるセミナーを開催しま
した。

　2014年3月26日に学位記伝達式を開催しました。修了者の数は博士課程前期が128名、
博士課程後期が17名でした。

○ 学生の受賞等
　西田拓也さん（応用情報科学専攻、博士課程前期1年）が「カードを用いた安全な三入力
多数決の計算」の研究で2013年コンピュータセキュリティシンポジウム学生論文賞を受賞し
ました。

　システム情報科学専攻篠原研究室チーム「Joker 艮」がETロボコン2013チャンピオンシッ
プ大会においてが競技部門で第2位となり、また情報処理学会若手奨励賞を受賞しました。

　小松智希さん（システム情報科学専攻、博士課程前期2年）が、「学生プログラマ日本一決
定戦 - CODE VS 3.0」で3位入賞しました。 

　鍋島啓太さん（システム情報科学専攻、博士前期課程2年）、渡邉研斗さん（同1年）、水野
淳太連携研究員、岡崎直観准教授、乾健太郎教授が「訂正パターンに基づく誤情報の収集
と拡散状況の分析」の研究で言語処理学会2013年度論文賞を受賞しました。 

○ 教員の受賞等

　長野明子准教授（人間社会情報科学専攻）が「Morphology of 
Direct Modification」の研究により日本英語学会2013年度研究奨励賞
を受賞しました。

　青木孝文教授（情報基礎科学専攻）が「高精度画像認識の研究とそ
の応用展開ならびに情報技術を活用した震災犠牲者の身元確認におけ
る功績」により第63回河北文化賞を受賞しました。

　田所諭教授（応用情報科学専攻）が米国電気電子学会（IEEE）ロ
ボットオートメーション学会の次期会長に選出されました。

　加藤寧教授、西山大樹准教授、川本雄一JSPS研究員（応用情報科
学専攻）と情報通信研究機構との共著論文「A Cen t r a l i zed  
MultipleAccess Scheme for Data Gathering in Satellite-Routed 
Sensor System」がIEEE GLOBECOM 2013にて最優秀論文賞を受
賞しました。

研 究 科ニュース

学生の声

【編集・発行】
東北大学 情報科学研究科 学術振興・広報委員会　 E-mail : info@is.tohoku.ac.jp 
〒980－8579 宮城県仙台市青葉区荒巻字青葉6番3号09
TEL：022-795-5813　FAX：022-795-5815　http://www.is.tohoku.ac.jp/

EWS ETTER
東北大学 情報科学研究科 ニュースレター
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　情報は社会や文化文明の礎であります。「読み書きそろば
ん」はすべて情報処理技術であり、コンピュータの
Read-Process-Writeにあたります。歴史的にも、広い世界の各
所で声を使った異なった情報交換法が生まれ、数えきれない
言語や文字が構築されて、人類の多様な文化文明を生み、こ
れらが交流し、ぶつかりあい、融合して発展が起きました。
　このような多様な情報社会が、IT技術の進歩で急速に変遷
しています。この変遷は過去にないほどのグローバリゼー
ション、つまり文化融合を起こしつつあります。我々は大航
海時代や産業革命のような、歴史の大きな節目にいて、そこ
で大きな役割を担っているのだと思います。
　実際に情報科学の進歩は過去の予想を遥かに超えていま
す。ほとんどの市民がテレビや電話、カメラ等を合体凌駕す
る携帯端末を持って Web を知識の泉として活用していま
す。また、ソフトウエアで制御された産業用ロボットが生産
力を劇的に向上させ、将棋やチェスでは一流専門棋士をコン
ピュータが撃破し、遺伝子解析技術は、医学や創薬において
革命的な変革を起こしています。これらは情報処理の課題に
関する新しい理論や技術の発見の成果であり、情報科学の研
究者にとってはまことに胸躍る時代であるといえましょう。
　その一方で、影響が大きければ大きいほど、その責任は重
いものでもあります。ダモクレスの剣という古代ギリシャの
逸話がありますが、我々の頭上には細い糸につるされた剣が
あり、それを様々な科学や技術を駆使した人間の叡智が支え
ています。原子力をめぐる歴史や議論を見れば明らかです
が、重要な科学であればあるほど、それを活用するデザイン

には理性と叡智が必要であり、現在
我々がいる歴史の節目においては、
情報科学の活用に関する叡智が不
可欠な役割を担っていると思いま
す。例えば、本研究科の大きな研究
テーマの一つである「ビッグデー
タ」においては、データを収集し解
析する技術の研究開発とともに、
個々の案件に関して、個人、社会、あ
るいは人類の現在と未来の幸福に繋がるデザインで活用が
できるかどうかを深く考え、社会に納得がいく説明を与えな
くてはいけません。プラチナデータという東野圭吾原作の映
画を観て考えさせられましたが、巨大な力を持ちつつある情
報技術の未来像へ抱く市民の漠然とした不安は否定できな
いものがあります。
　本研究科のモットーは「新しい情報科学を創造し、豊かで
調和のとれた社会の実現に貢献する」というものであり、人
間主体の観点を重要視した学際研究を標榜してきました。今
からの情報科学にはまさにこのような観点が不可欠であり、
そのために我々は専門分野を超えて知恵を絞り、一人一人が
大きな将来展望を考えて議論しつつ、自らの先端的な知識や
専門性を活かして人類の未来を支える情報社会を構築する
役割を果たさなくてはなりません。世界的にも独自の学際性
を持つ情報科学の研究教育機関として、この重い責任を果た
すために、教員、学生を含め全員でさらに一層の努力をしな
ければいけないと思っております。

▲学位記伝達式（平成26年3月26日） ▲入学式オリエンテーション（平成26年4月3日）

9月24日（水）

6月22日（日）
4月7日（月）～8月4日（月）

7月30日（水）・31日（木）
8月5日（火）～9月30日（火）

東北大学学位記授与式（9月修了者）
情報科学研究科学位記伝達式（9月修了者）

午 後
午 後

情報科学研究科新入生オリエンテーション（10月入学者）

第１学期授業
創立記念日
オープンキャンパス
夏季休業

午 後

　私は情報ネットワークを支えるセキュリティに興
味があったので、平成25年春に曽根・水木研究室
に入りました。ここでは基礎理論からハードウェア
まで幅広い領域のセキュリティを学べ、また実践セ
キュリティ人材を育てるSecCapプロジェクトの一期生にもなれました。私は
安全な計算のための暗号プロトコルを研究しています。安全な計算とは入力を
秘密にしたまま出力を得る計算のことで、それを行う情報理論的に安全な暗号
プロトコルを、カードという身近な道具で実現しています。私は既存の方法より
少ないカード数で三入力多数決を実現し、コンピュータセキュリティシンポジ
ウム2013で発表したところ学生論文賞を頂くことができました。さらにスペイ
ンで行われた国際会議TPNC2013で発表させてもらいました。ひとえに先生
方、研究室の皆様のおかげです、この場をお借りして御礼申し上げます。また成
果を出すことができるよう、研究に励む所存です。

サイバーサイエンスセンター
ネットワーク研究部 M1

西田 拓也

　私は東北大学で、多大なるご支援の下で研究を
行うことができていると感じます。常に挑戦の意思
を尊重して頂き、そして機会を頂いています。私は
昨年、アイスランドのレイキャビク大学へ留学し、
２ヶ月間ほど共同研究を行いました。留学前、私は決して、飛び抜けて優秀な
学生というわけではありませんでしたが、留学したいという意思を先生方にお
伝えすると、すぐに制度や渡航先を紹介して頂けました。こうした支援が活か
されるか否かは、最終的には学生の意気込み次第だと感じます。留学先では、
とにかく与えられた機会は活かそうという姿勢を大切にしました。英語での討
論は気楽に行えるものではありませんでしたが、それでもこちらから積極的に
討論を持ちかけるようにしていました。短い期間でしたが、この姿勢が研究を
実りあるものにしてくれたと思います。大学院に進学してまだ一年ですが、研究
面・人間的な面共に成長できるような、貴重な経験をさせて頂いていることを
嬉しく思います。

システム情報科学専攻
周・伊藤研究室 Ｍ1

青木 悠輔

9月30日（火）〈予定〉

環境にやさしい植物油インキ
「VEGETABLE OIL INK」で
印刷しております。

このパンフレットは「水なし印刷」
により印刷しております。


